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消
費
者
庁
は
、
訪
問
購
入
規
制
を
追

加
す
る
「特
定
商
取
引
法
」の
一
部
改

正
に
関
連
し
、
自
動
車
を
適
用
除
外
と

す
る
よ
う
だ
。 

こ
れ
で
私
た
ち
の
業

界
と
し
て
も
、
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
だ
ろ

う
。 

 

私
た
ち
は
廃
掃
法
に
始
ま
り

今
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
至
る

ま
で
、
様
々
な
法
規
制
に
翻
弄
さ
れ
た

歴
史
を
持
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
如
何
な

る

規

制

が

で
き
て
も
法
令
順

守

の

精

神

の

元
、
真

摯

に

粛

々

と

仕

事
に
誇
り
を
持
っ

て

今

後

も

前

進

す

る

だ

ろ

う
。 

広
報

部
会
の
仲
間
で
あ

る

山

形

の 

永
田
さ
ん
な
ど
は
、

先
月
新
工
場
を
立
ち
上
げ
た
が
、
正
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
で
も
巻
き
込
ん
で

「見
せ
る
工
場
」の
実
現
を
果
た
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

私
た
ち
も
業
界
の
一
員
と
し
て
、
小
さ

い
な
が
ら
も
自
信
を
持
っ
て
広
く
世
間
の

皆
様
に
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
工
場
作
り
、
社
員
教
育
に
よ
り
一

層
の
心
血
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。 

 
 

田
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（広
報
部
会
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巻頭言 

設 問     仕入れ関連(車両） 

入庫台数 増 加 50% 変化なし 19% 減 少 31% 

今後3カ月の入庫

見通し 
増 加 19% 変化なし 19% 減 少 62% 

仕入単価 増 加 17% 変化なし 46% 減 少 37% 

            市場規模売上関連（部品） 

国内部品販売 増 加 23% 変化なし 38% 減 少 39% 

今後3カ月の国内

部品販売見通し 
増 加 23% 変化なし 42% 減 少 35% 

輸出部品販売 増 加 19% 変化なし 31% 減 少 50% 

今後3カ月の輸出

部品販売見通し 
増 加 8% 変化なし 25% 減 少 67% 

            市場規模売上関連（資源） 

資源販売 増 加 17% 変化なし 21% 減 少 62% 

今後3カ月の資源

販売見通し 
増 加 6% 変化なし 29% 減 少 65% 

その他 増 加 0% 変化なし 35% 減 少 50% 

            経済指標 

収益動向 増 加 10% 変化なし 23% 減 少 67% 

今後3カ月の売上

見通し 
増 加 6% 変化なし 25% 減 少 69% 

資金繰り 良 い 2% 普 通 58% 悪 い 40% 

総売上 増 加 13% 変化なし 23% 減 少 64% 

前号(vol.43）でご紹介した通り、ELV機構では、全国各

地域団体に協力いただき、予め登録していただいた会

員事業者の方への四半期ごとのアンケート調査を行い、

当該月と前年同期の経済活動比較を行っています。 

毎回、同じ会員事業者の経済状況をを比較（いわゆる

定点観測）するため、数字のばらつきを最小限に抑える

ことができ、より実態に近い状況の把握が可能となりま

す。 また、自由記載欄を設けて、回答者のご意見を聴

取しています。 今回の自由意見概要は以下参照。 

● 整備・板金業者が不法に部品取りを行い、後のガラを

解体業者に押し付けている 

● ネットオークションでの中古エアバッグの販売を取り締ま

るべき 

● 無許可解体を行う業者を摘発するための通告窓口の

設置が望まれる 

● ASR削減とリサイクル促進のため、解体取り外し重量

に応じたASR処理費用の破砕/解体割り振り 

● 解体に要する時間が絶対的に不足。リユース促進と

言いながら実態はその反対。 

※次回の調査は１２月です。 ご意見をお寄せください。 

日本ELVリサイクル機構会員経済実態調査 
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▽
い
よ
い
よ
平
成
２
４
年
も
そ
の
幕

を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
多
事
多

難
の
年
で
あ
っ
た
と
の
印
象
を
拭

え
な
い
。
会
員
事
業
者
は
各
社
各
様

で
は
あ
っ
た
と
は
思
う
が
、
余
り
良

い
話
は
聞
こ
え
て
こ
な
か
っ
た
。 

▽
年
末
に
政
権
が
代
わ
り
、
状
況
の

改
善
に
期
待
す
る
が
、
残
念
な
が
ら

こ
れ
ま
で
裏
切
ら
れ
続
け
た
身
と

し
て
自
然
に
疑
い
の
視
線
に
な
っ

て
し
ま
う
▽
一
方
、
年
央
に
執
行
部

な
ど
に
大
幅
な
変
化
が
あ
っ
た
機

構
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

「未
来

政

策

部

会
」、
「リ
サ
イ

ク

ル

資

格
認
定
制
度
検

討
会
」な

ど
、
耳
慣
れ
な

い

会

議

体

も

設

置

さ

れ
、
新
た

な
取
り
組
み
に

向

け

始

動
し
た
。
今
後

そ
の
内
容
、
進
捗
に
つ
い
て
で
き
る

だ
け
詳
し
く
報
告
す
る
が
、
会
員
の

皆
さ
ん
も
、
是
非
関
心
を
持
っ
て
見

守
っ
て
頂
き
た
い
▽
編
集
委
員
会

が
選
ん
だ
本
年
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス

を
掲
載
し
た
。
会
員
各
位
に
お
か
れ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。
是
非
、
投

稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▽
今
年
も
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
読
者
の

皆
様
が
よ
い
お
年
を
迎
え
ら
れ
ま

す
よ
う
。 

新
年
号
は
、
一
月
二
〇

日
前
後
の
予
定
。 

（編
集
子
）  

編集後記 
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ELV機構便り      ～ELV機構並びに周辺の行事、最新の情報などをお伝えします～ 

～平成24年度第3回九州ブロック会議～ 

 

 平成２４年度第３回の九州ブロック会議が去る11月25日、福岡

市博多区のサンライフ２・３ホテルにおいて、九州ブロック各県地域

団体代表者出席のもと開催されました。 

 冒頭、湯浅ブロック長により、ELV機構の上期活動報告ならびに

下期の活動計画の概要説明があり、続いて、昨年に引き続き、環

境省から受託した回収高度化事業の概要説明が行われまし↗  

～お知らせ～ 

日 本ELVリサイクル機構では、webサイト活用の効率化

を図るため、正会員、賛助会員などを対象に、ホーム

ページに掲載するバナー広告の募集を行います。 

ELV機構のwebサイトには、本ニュースレター他、機構が発信

する各種情報が掲載されているほか、リサイクル法の運用に

関する関係省庁からの情報、自動車再資源化機構（自再

協）や自動車リサイクル促進センターなど関係機関からの情

報などが掲載されており、自動車リサイクル業界にとって、重

要な情報ソースとしての役割を果たしています。  

w ebサイトに定期的に掲載されるELVニュースレター

は、現在、ELV機構の正会員、賛助会員700社強

の他、関係省庁、地方自治体関係者、関連団体などが購

読（無料）しており、これら読者が機構webサイトへアクセスす

る頻度は極めて高く、その意味で、皆様が関係先に対して情

報発信されるためにお使いいただく媒体としては極めて有効で

あると考えます。 

現 在、ELV機構広報部会がwebサイトの維持・管理を

行っており、今後、バナー広告掲載に向けて必要な変

更、手直しを行い、年明け早々には、本格的な募集活動を

開始する予定です。 各位におかれては、是非機構のwebサ

イトの活用を、各社の経営・広報戦略の一部として活用する

方策をご検討いただき、正式募集に際しては是非ともご利用

されますようお願いします。 

～東北ブロック会議 開催報告～ 

 

 平成24年度第1回の東北ブロック会議が11月7日（水）13：00よ

り、仙台市内 パレスへいあんにて開催され、青森を除く東北ブロッ

ク５県の地域団体代表が出席しました。 また、ELV機構から酒

井総務部会長他が出席し、また、関係者として、経済産業省、

環境省、経産省東北局、自動車リサイクル促進センター、自動車

再資源化協力機構、スズキ(株)などからの参加がありました。 

 会議では、冒頭に各県の代表による近況報告が行われ、つづい

てELV機構上期活動報告及び下期活動計画、昨年に引き続い

て環境省より受託した回収高度化事業の説明、更には、東北ブ

ロック上期活動報告、下期活動計画の報告がありました。 

 また、自動車リサイクル促進センター、自動車再資源化協力機

構、スズキ(株)からの連絡事項に続き、経済産業省、環境省のご

担当者を交えての意見交換会が行われました。□ 

①ホームページ左下の色枠がバナー広告掲載位置です。 

②利用者が用意するデザインでバナーを作成します。 

③バナーをクリックするとご指定のリンク先（ご利用者

のホームページなど）に直接アクセスできます。 

日本ELVリサイクル機構ホームページ 

E
L
V

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
皆
様
の
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
に
直
接
リ
ン
ク
で
き
ま
す
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ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
拡
大
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

↗た。 今回の回収高度化事業に関しては、エンジンコンピュ

ター・エアバックコンピュター・エアバッグカプラー等3品目の回収が

行われるとの説明があり、実証実験で対応する目標台数の振り

分けに関する報告がありました。 

 引き続き、各県代表より各地域現状ならびに仕入状況の報告 

が行われ、出席者間での意見交換が行なってブロック会議を終

わりました。□ 

～平成２４年度近畿ブロック会議～ 

 

 平成24年11月17日（土）13：00より大阪豊田ビルイベントフロア

第5会議室において、近畿ブロック会議が自再協 三渕マネー

ジャー、スズキ(株)担当者、ELV機構 各地域団体代表者、本

部 伊丹副代表理事、吉川副代表理事、事務局の参加により

開催されました。 前半はELV機構上期活動報告及び下期活

動計画の報告、環境省より受託した回収高度化事業Ⅱの説明

及び意見交換が行われ、本部とのコミュニケーションのあり方など

について議論されました。 

 後半は、スズキ(株)より新型ワゴンR搭載のリチウムイオン電池

の回収スキームに関する説明、自再協より今年度上期のエア

バッグ類 車上作動処理業務における措置実施等についての報

告の後、意見交換が行なわれ、引き取り業者に対する指導強

化などの要望を行った。会議終了後、懇親会が行われました

が、メールや電話だけではなく、実際に会って話を聞くことの重要

性を再認識したブロック会議でした。 □ 
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こんな車が市場に登場する日も遠く
ない。ところで、後ろ部分はリ法の
対象でしょうか？ 

著 名なアメリカの雑誌フォーブス（Forbes）恒例の、世界の実力者（Most 

Powerful People）ランキングが発表された。 今回は、地球上の人口が 

７１億人に達したのを機にトップ71人を選んでいる。 先ずトップ１０を上げる。 

バラク・オバマ   米国大統領 

アンゲラ・メルケル  ドイツ首相 

ウラジミール・プーチン ロシア大統領 

ビル・ゲーツ   マイクロソフト会長 

教皇ベネディクト１６世 ローマ教皇 

ベン・バーナンキ  米国連邦準備制度理事会議長 

サウド国王   サウジアラビア王 

マリオ・ドラギ   欧州中央銀行総裁 

習近平    中国共産党総書記 

デヴィッド・キャメロン  英国首相 

主 要国のリーダー、中央銀行の代表、トップビジ

ネスマン等が上位にランクされているが、残念

なことに我が国の関係者は見当たらない。日本人の

トップは４０位に白川方明 日銀総裁、４３位に豊田 

章男 トヨタ自動車社長、５３位に孫 正義 ソフトバ

ンク社長、６０位に野田 佳彦首相がランクインした。

キム・ジョンウン（金 正恩）北朝鮮最高指導者が４

４位にランクわれているのを見ると、「実力者」の意味

も様々なようで、良い、悪いは別にして世界の関心

事に影響力を持つ人という意味に解釈すべきだろ

う。それにしても、ドイツの首相が２位、英国首相が

１０位、イタリアの首相が２９位にランクされているの

に対して日本の首相が６０位といのは納得できない

と思われる向きも多かろうが、この雑誌が掲げる次の

４つの判断基準をご覧いただければ、それも見えてこ

よう。 

● どれだけ多くの人の上に立つ力があるか 

● どれだけ多額な資金をコントロールすることができ

るか 

● どれだけ広範な領域で実力を発揮しているか 

● その人が、もてる実力を真に活用しているか 

最 後に今回７１位までにランクインした女性を紹

介する。 

２位：メルケルドイツ首相、１２位：ソニア・ガンディー 

インド国民会議総裁、１８位：ジウマ・ルセフィブラジ

ル大統領、３８位：クリスティーヌ・ラガルド国際通貨

基金（IMF）専務理事の５氏だ。□    

金 日本漢字検定協会が

発表した今年の「漢字」にこの文字が

選ばれました。２５万８９１２通の応募

中「金」は９１５６通を獲得。金環日

食のほか、ロンドン五輪での日本人選

手の活躍や、東京スカイツリーの開

業、山中伸弥教授のノーベル賞受賞

などで、「多くの金字塔が打ち立てら

れた」ことが理由に挙げられた。 □ 

とぴっくす 

今年の漢字 

ELV機構便り           つづき 

～未来政策部会 開催報告～ 

 

平成24年12月4日（火）10：00よりELV機構本部会議室におい

て、第2回未来政策部会が開催されました。今回の部会では、

次世代経営者を含む若手の育成活動の一環として、経済産

業政策局 調査課 課長補佐の笠原誠様をお招きし、「我が

国の経済情勢について」の講演会も合わせて開催しました。参

加者からは多数質問が出るなど、活発な意見交換も行われま

した。（参加者20名） 

また、午後からは会員の皆様からお寄せいただいた「自動車リサ

イクル法見直しに向けたアンケート」の集計・検討を実施しまし

た。 □ 

編集委員会が選んだ 

“２０１２年ELV機構十大ニュース＋α” 

①河村新体制発足（河村二四夫代表理事就任で新体制へ） 

②高度化事業再度受託（昨年に引き続き、実証事業受託） 

③解体資格制度検討委員会の発足（まだまだ先はあるが、貴

重な一歩を踏み出した） 

④仙台市から感謝状（被災車両の撤去、リサイクルに努力） 

⑤ELV機構、環境大臣により表彰される（被災車両撤去活動

への貢献に対して） 

⑥鉄・スクラップ価格の下落 

⑦政権交代の影響（先ずは円安株高の出だしだが、いつまで） 

⑧認定事業者制度開始（業界永年の夢実現に向けた貴重な

一歩） 

⑨社員交流会位（結束強化に向け、風通しの良い組織を） 

⑩自工会希少金属情報開示（資源循環に向けた追い風とな

るか） 

○エコカー補助金（９月に終了。流通に変化） 

○産業構造審議会（リ法１０年目の評価間もなく開始） 

○発煙筒スキーム（長期間にわたる検討に終結、果たして有効 

 に働くのか） 

○相澤さん入社（ELV機構事務局のニューフェース。 相澤さ 

 ん、頑張ってください！） 

※読者の皆様が選ぶ２０１２年のニュースを教えてください。 

編集委員会 

～第1回自動車リサイクル資格認定制度検討会～ （報告） 

 

 平成24年11月29日（木）13：00よりELV機構本部会議室に

おいて、第1回自動車リサイクル資格認定制度検討会が開催

されました。 

 経産省、環境省、促進センター、自再協の担当者にご出席

いただき、現時点での自動車リサイクル資格認定制度の概要

（案）を説明し、意見交換が行われました。その結果、①今回の

資格制度はELV機構の自主的な取り組みである ②受講資

格者は会員限定ではなく、「門戸を広く、オープンに」を原則とす

る ③関係団体の方々にご協力いただき、協議を重ねて詳細

をつめていく などが確認されました。 □ 

http://www.asahi.com/olympics/
http://digital.asahi.com/special/20120522tree/
http://www.asahi.com/topics/word/%E5%B1%B1%E4%B8%AD%E4%BC%B8%E5%BC%A5.html
http://www.asahi.com/special/nobel/
http://www.asahi.com/topics/word/%E9%87%91%E5%AD%97%E5%A1%94.html


4 

スクラップ市場 最新情報    情報提供：㈱日刊市況通信社 

第一回に引き続いてエネルギーの話です。中東の産油国である

カタール、UAE,サウジなどの目を見張る繁栄が続いています。カ

タール国民一人あたりのGDPが何と20万ドルとけたはずれた額

ですし、カタールの実業家が英国の有名デパートを買ったといっ

た話が世間を沸かせています。  また、2011年の「アラブの春」

でリビヤの反政府組織を支援していたのもカタールと言われてお

り、何でも可能な産油国の代表格と言えます。 何が言いたい

かと言うと、 今の世の中はエネルギーで回っているということで

す。 アメリカは対中東問題で疲れ果てています。イラクとの戦

争では6500人もの若者たちを死なせ、3兆ドルの金を使い、そ

れが赤字となってアメリカ経済に重くのしかかってきています。 と

ころがアメリカでは、今年に入り新エネルギーと言われている

編集企画 
～日本再生への道～  その2 

シェールガス開発の目途がついたことから、中東への依存度を低

下させる可能性が強くなったと言われています。これまでの中東

対応におけるアメリカの動きには壮絶なものがあります。アメリカと

イランの蜜月関係は長く続きませんでした。うまく取り込んでいた

パーレビ―国王が台頭してきた宗教指導者ホメイニ師に追わ

れ、イランは一挙に反米国になります。そこでアメリカは、敵の敵

は味方との考えから、イラクのフセイン大統領を全面的に支援

し、イランと戦わせます。結果、イランとアメリカの溝はますます深

くなって行きます。一方、戦力強化により増長したフセインがク

エートに侵略するといった暴挙にでます。フセインは、それをアメリ

カが見逃すとたかを括っていたのでしょう。 調子に乗りすぎたフ

セインをアメリカが叩くのですが、その見返りが先に述べた大量の

犠牲者と負債でした。フセインをおだててイランと戦わせたアメリカ

にも責任の一端があると言えるでしょう。 □ 

 （第二回完）    

2013年の鉄鋼需給と鉄スクラップ相場の見通し 
 

日 本鉄鋼連盟は12月18日、「2013年度の鉄鋼需要の

動向について」を公表した。これによると、2013

年度の国内鉄鋼需要は「消費税増税前の駆け込み需要や

設備投資の回復等から建設分野は増大が見込まれるもの

の、製造業分野では造船向けの減少に加え、海外生産シ

フト等によって自動車・産業機械・電気機械向けも力強

い回復には至らず、全体では前年度比徹減程度に止ま

る」との予想だ。海外鉄鋼市場については「鉄鋼需要は

比較的堅調に推移している。しかし中国・韓国における

大幅な鉄鋼生産能力増強の影響を受け、アジアの鉄鋼需

給は大幅に緩和しており、2013年度も競合激化は避けら

れず、鉄鋼輸出が前年度を若干下回る一方、輸入は高い

水準が継続する」と分析。この結果、2013年度の日本の

粗鋼生産は前年度水準の1億600～700万㌧を若干下回

る、という見通しだ。 

ま た、普通鋼電炉工業会の栗川勝俊会長（合同製鉄

社長）は12月度の会見で「2013年の小棒需要は

『良くて横ばい』。関西電力などの電力料金の値上げに

よるコスト負担も懸念材料。都市部と地方の地域差も広

がる」という認識を示している。 

こうした状況を考えると、日本の2013年の鉄スクラップ

市況も急騰は考えにくく、2012年と同様に2万円台から3

万円台前半を行き来するボックス相場となる可能性が高

い。ただ、韓国等の海外の価格動向や為替相場により輸

出向け価格が引き上げられ、これに伴い日本の国内価格

も上昇、前述のボックス相場圏を一時的に上回ることも

考えられる。□ 

2012年のスクラップ市況動向 

～大局のトレンドは下落傾向～ 
2012年は、国内の鉄鋼需要が伸びなかったこと、海外

からの突出した引き合いがなかったこと、高炉の鉄スク

ラップ購入量が大幅に減少したことなどから、鉄スク

ラップの需給が比較的緩くなり、大局のトレンドは下落

の動きとなった。欧州をはじめ世界的に経済状況の改善

の兆しが見えない中、中国の粗鋼生産量は今年も多く、

安価な鋼材が中国国外へも多量に出荷され、世界的に鋼

材製品自体の価格が低迷した影響も大きかった。 

 

2 012年のH2平均価格は2万7千円前後に 

2012年の鉄スクラップ市況をここで振り返る。主要3

地区のH2炉前総合価格（日刊市况通信社調べ）は年初、

3万1400円で始まった。その後は2月第1週まで小幅に下

落が続き、2万9千円を割り込んだところで一旦底入れ

し、3月入りにかけて再び上昇。4月第1週には3万2767円

と今年最高値を付け、4月中旬までは小幅な上下はあり

ながらも概ね3万2千円前後で推移した。しかし、4月後

半に3万1千円を下回ってからはジリ安の展開となり、さ

らに5月中旬から6月入りにかけては一気に2万5千円前後

へと急落した。ここからはしばらく様子見横ばいの推移

となり、8月中旬を迎えた頃に小幅に上昇するも長続き

せず、ほどなく市況は再び下落基調となった。それから

は10月末までほぼ毎週のように値下がりとなり、10月第

4～5週には2万833円と、今年最安値を付けた。11月入り

後は鉄スクラップの輸出価格が上昇したことを発端に全

体の市況も上向いており、12月第2週は2万3967円へ回

復、鉄スクラップ相場は強基調で年末を迎えている。 
 

H 2炉前総合価格の年間平均価格は、2010年が3万

1345円、2011年が3万4255円、2012年は2万7千円前

後になると見られる。2012年の年間平均価格は前年比で

7千円以上下落することはほぼ確実だ。 

なお2012年の韓国向け日本H2の最高値は3月第5週の3

万4000～4500円（FOB）、最安値は10月第2週の2万2500

～3000円（FOB）。欧米のトルコ向けHMS1&2(80:20)の

最高値は1月10日前後の470㌦弱（CFR）、最安値は10月

10日前後の350㌦前後（CFR）。 

 

12月21日の国内スクラップ炉前実勢価格   

  H2 気配 

関
東 

北関東 28,000  ～ 28,500  値上がり 

南関東 28,000  ～ 28,500  値上がり 

名古屋 25,500  ～ 26,500  値上がり 

関
西 

大阪 26,000  ～ 26,500  値上がり 

姫路 26,500  ～ 27,000  値上がり 

この情報は、株式会社日刊市況通信社のご厚意で提供され

たものを転載したものです。 


